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おしらせHOTコーナー　催し

第１次試験
□日 3月1日㈰
□内①専門試験および論文試験②教養試験および論文試験
第２次試験
□日 3月2日㈪
□内個別面接
合格発表　3月13日頃を予定しています。
採用予定日　平成27年4月1日（予定）
受験案内・申込書の配布
　2月18日まで、総務人事課で配布（土・日曜日、祝日を除く）。
　郵送希望の方は、封筒の表に「採用試験案内書請求」と朱書きし、
宛名を明記した角2サイズの返信用封筒（140円切手を貼付）を同封
して、2月13日（消印有効）までに、総務人事課へ
受付
□日 2月16日㈪～18日㈬　午前8時30分～午後5時15分
□場総務人事課（郵送での申し込みは不可）
□問総務人事課☎○内 ２５３

●募集職種など

市職員を募集します

※地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当する方は受験できません。

募集職種
①土木技師

受験資格など募集人数
若干名

②保健師 若干名
保健師の資格を有する方または平成27
年3月31日までに資格取得見込みの方
で、昭和59年4月2日以降に生まれた方

「八潮市防犯カメラの設置及び運用に関する
規則の一部改正（案）」意見募集

1．規則の一部改正（案）の公表
　2月25日㈬から、市ホームページ、市役所（８４０情報資料コーナー）、駅
前出張所、八幡図書館、八條図書館、資料館、ゆまにて、文化スポーツ
センター、エイトアリーナ、八潮メセナ、やしお生涯楽習館および保健センタ
ーでご覧になれます。

２．募集期間
2月25日㈬～3月25日㈬（必着）

３．対象者
▼市内に住所を有する方
▼市内に事務所または事業所を有する個人および法人その他の団体
▼市内の事務所または事業所に勤務する方
▼市内の学校に在学する方
▼規則の一部改正（案）に利害関係を有する方

４．提出方法
　「八潮市防犯カメラの設置及び運用に関する規則の一部改正（案）に対
する意見」と明記（メールの場合は件名に）し、住所、氏名を記入のうえ、
窓口、郵送、ファクスまたは電子メールで交通防災課へ

５．意見の公表
　提出された意見などは、市の考え方を付して、内容を公表します（住所・
氏名は公表しません）。類似の意見はまとめて公表することがあります。ま
た、意見に対する個別回答はしませんので、ご了承ください。
□問交通防災課☎○内 ２８８、メールアドレスkotsubosai@city.yashio.lg.jp

　市では、八潮市防犯まちづくり推進条例に基づき、犯罪の予防を図るため、
防犯カメラを整備しています。このたび、八潮駅周辺、駅に近い学校周辺、や
しお駅前公園内に防犯カメラを設置するため「八潮市防犯カメラの設置及び運
用に関する規則」の一部を改正しますので、皆さんの意見を募集します。

昭和59年4月2日以降に生まれた方

初
心
者
の
た
め
の
古
文
書
講
座

入
札
方
式
で
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
販
売

映
画「
じ
ん
じ
ん
」上
映
会

第
5
回
パ
ソ
コ
ン
講
座

ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
会

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

資
料
館
体
験
講
座

大豆をつぶす様子

①
手
づ
く
り
み
そ

□日
2
月
28
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分

□内
昔
な
が
ら
の
製
法
で
み
そ
を
作
成

□持
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
汚
れ
て
も
よ
い

服
装

□定
20
人
（
申
込
順
）※
参
加
者
以
外
の
入

室
は
不
可

□費
1
0
0
0
円
（
材
料
費
）

②
組 

ひ
も紐
づ
く
り

□日
3
月
14
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

□内
組
紐
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
作
成

講
師　

組
紐
同
好
会

□定
10
人
（
申
込
順
）※
参
加
者
以
外
の
入

室
は
不
可

□費
500
円
（
材
料
費
）

―
①
②
共
通
―

□場
資
料
館

□対
中
学
生
以
上

□申
2
月
14
日
か
ら
①
は
26
日
ま
で
、②
は

3
月
6
日
ま
で
に
、
窓
口
、
電
話
ま
た
は

電
子
申
請
で
資
料
館
（
☎
997
・
6
6
6
6
）

へ□日
3
月
1
日
〜
15
日
（
毎
週
日
曜
日
・
全

3
回
）　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

□場
資
料
館

□内
市
内
に
残
る
古
文
書
を
読
み
な
が
ら
、

地
域
の
歴
史
に
触
れ
る
講
座

□費
無
料

□申
2
月
14
日
か
ら
、
窓
口
、
電
話
ま
た
は

電
子
申
請
で
資
料
館
（
☎
997
・
6
6
6
6
）

へ□日
2
月
23
日
㈪
〜
27
日
㈮
、
3
月
2
日
㈪

〜
6
日
㈮　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

□場
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

□対
市
内
在
住
の
個
人
で
、
自
己
搬
出
可
能

な
方

□内
自
転
車
、
家
具
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
品

の
入
札
に
よ
る
販
売
（
1
人
1
品
。
展
示

期
間
中
、
希
望
価
格
を
入
札
箱
へ
）

結
果
発
表　

3
月
10
日
㈫　

午
後
2
時

引
渡
期
間　

結
果
発
表
か
ら
3
月
17
日
㈫

ま
で

□問
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
997
・
6
6
9
6

　

俳
優
の 

だ
い　

ち　

 

や
す　

お

大
地
康
雄
さ
ん
が
企
画
・
主
演

し
、「
絵
本
の
ま
ち
」
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
北
海
道 

け
ん  

ぶ
ち

剣
淵
町
を
舞
台
に
親
子
、
家

族
、
地
域
の
人
々
の
絆
を
描
い
た
作
品
で

す
。

□日
3
月
1
日
㈰　

①
午
前
10
時
〜
②
午
後

2
時
〜
③
午
後
6
時
〜

□場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

□費
▼
前
売
券
＝
一
般
・
シ
ニ
ア
1
0
0
0

円
、
小
・
中
・
高
校
生
800
円
▼
当
日
券
＝

一
般
・
シ
ニ
ア
1
5
0
0
円
、
小
・
中
・

高
校
生
800
円

□申
八
潮
メ
セ
ナ
（
☎
998
・
2
5
0
0
）
窓

口
へ

□問
映
画
「
じ
ん
じ
ん
」
上
映
八
潮
市
実
行

委
員
会
事
務
局
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

☎
○内
3
0
7

□日
3
月
4
日
㈬
・
6
日
㈮
・
11
日
㈬
・
13

日
㈮
・
18
日
㈬
（
全
5
回
）　

午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

□場
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室　

□対
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
パ
ソ
コ
ン
初
心

者
の
方

□内
エ
ク
セ
ル
の
応
用
（
実
技
）
〜
家
計
簿
、

血
圧
・
体
重
測
定
表
づ
く
り
〜

消費生活展 ～みつめよう みんなのくらし～
□日 2月22日㈰　午前10時～午後2時
□場やしお生涯楽習館
□内各消費者団体の活動、生活に役立つ情報や
環境にやさしい生活を実践するためのヒン
トなどを紹介。手作り品の展示・販売コー
ナー、スタンプラリーによる景品配布、小
松菜の無料配布、模擬店（まぜごはん、玉
こんにゃく、トン玉煮ほか）も出店。

〈お知らせ〉
　平成25年度まで同時開催していた特産品・推
奨品フェアは、平成26年度から農業祭（12月）
との同時開催となりました。
□問商工観光課☎○内 ３３６

講
師　

 　

せ　

た　

と
し　

お　

瀬
田
寿
男
さ
ん
、 　

い
な　

ば  

た
け
し

　

稲
葉
猛
さ
ん

□定
13
人
（
申
込
順
）

□費
108
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

□申
2
月
17
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館
（
☎
995
・
6
2
1
6
、
受
付

＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）
へ

□日
3
月
14
日
〜
28
日
（
毎
週
土
曜
日
・
全

3
回
）　

午
前
10
時
〜
正
午

□場
八
幡
公
民
館
研
修
室

□対
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

□内
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で
バ
ッ
グ
を
作
る

講
師　

　

か　

の
う　
　
　
　
　
　

加
納
ま
り
子
さ
ん
（
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
同
好
会
）

□持
裁
縫
道
具
、も
の
さ
し（
30
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
）、
筆
記
用
具
、
布
切
り
は
さ
み

□定
15
人
（
申
込
順
）

□費
2
5
0
0
円
（
材
料
費
）

□申
2
月
14
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館
（
☎
995
・
6
2
1
6
、
受
付

＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）
へ

　　

お
は
な
し
会
に
参
加
し
た
後
、
あ
な
た

の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
一
晩
図
書
館
内
で
過
ご

し
ま
す
。
そ
の
姿
を
写
真
に
収
め
、
記
念

と
し
て
お
渡
し
し
ま
す
。

□日
お
は
な
し
会
＝
3
月
26
日
㈭　

午
後
4

時
〜
4
時
30
分
、
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
迎
え

＝
3
月
27
日
㈮　

午
後
1
時
〜
4
時　
　

□場
八
條
図
書
館
多
目
的
室

□対
2
歳
〜
中
学
生
（
小
学
生
未
満
は
保
護

者
同
伴
）

□定
15
人
（
申
込
順
）

□費
無
料

□申
2
月
26
日
か
ら
、
八
條
図
書
館
（
☎

994
・
5
5
0
0
）
窓
口
へ
※
電
話
不
可
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さ　　　　ぎ

納税は安全・確実・便利な『口座振替』で
口座振替を利用すると…
・納付に出かける手間が省けます。
・納期限内に納付することができます。
・現金を扱わないので安全・安心です。
・毎年自動的に継続されます。
申し込み手続きは簡単
納税課または市内各金融機関の窓口へ
□持口座振替依頼書
　 預金（貯金）通帳
　 通帳の印鑑
※口座振替依頼書は、納税通知書に添付している依頼書または
市内の金融機関などに用意している依頼書をご利用ください。
※預金（貯金）口座が残高不足などの場合は、振り替えできま
せん。
□問納税課☎○内 ３３０

口座振替
依頼書

通　帳

３月２日は、固定資産税第４期、
国民健康保険税・介護保険料
の各第９期、後期高齢者医療
保険料第８期の納期限です。
安全・確実・便利な口座振替
で納付をお願いします。

社会福祉協議会からの
お知らせ

　詳しくは、「やしお社協インフォ
メーション」または「ボランティア
情報紙ぬくもり」をご覧ください。
第38回ボランティア縁結日（えん
むすび）
□日2月21日㈯　午前10時～正午
□場身体障害者福祉センターやすらぎ
□問（福）八潮市社会福祉協議会・八潮市
ボランティアセンター☎９９５－３６３６
障がい者講習会
□日3月7日㈯　午後1時30分～3時30分
□場身体障害者福祉センターやすらぎ
□申2月27日まで
□問身体障害者福祉センターやすらぎ
☎９９７－８５５３

市
税
等
の
徴
収
補
助
員

楽
習
館
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
安
全
教
室
〜

操
作
編
〜

第
4
次
八
潮
市
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
に
関
す
る
意
見

や
し
お
コ
ラ
ボ
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

八
潮
市
地
域
福
祉
計
画
推
進

委
員
会
委
員

さ ぎぎぎぎぎぎぎぎ

新
大
正
琴
愛
好
会
会
員
募
集

□日
第
1
・
第
3
木
曜
日　

午
後
1
時
〜
3

時
30
分　

□場
八
幡
公
民
館　

□費
月
会
費

2
5
0
0
円　

□問
泉
田
☎
995
・
7
9
1
2

き
も
の
着
付
け
同
好
会

□日
原
則
毎
月
第
2
・
第
4
火
曜
日　

午
前

9
時
30
分
〜
正
午　

□場
八
幡
公
民
館　

□費

入
会
金
1
5
0
0
円
、
月
会
費
1
0
0
0

円　

□問
西
☎
996
・
6
1
6
5

第
17
回
八
潮
洋
ら
ん
展

□日
3
月
5
日
㈭
〜
8
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
4
時　

□場
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク

ス　

□内
洋
ら
ん
の
展
示
、
植
え
替
え
の
実

習
、
洋
ら
ん
の
育
て
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど　

□持
植
え
替
え
用
苗
、
鉢
（
植
え
替
え

希
望
者
の
み
）　

□費
無
料　

□問
田
立
☎
940

・
0
3
4
4

英
会
話
サ
ロ
ン
会
員
募
集

□日
毎
月
第
3
日
曜
日　

午
前
11
時
〜
正
午

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館　

□内
初
心
者
で

も
話
せ
る
英
語　

□費
無
料　

□問
フ
セ
イ
ン

☎
090
・
4
7
4
8
・
6
9
8
6

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
名
字
と
地
名
」

　

名
字
の
由
来
、
地
名
と
の
関
係
を
考
え

ま
す
。
ま
た
、八
潮
の
伝
承
を
学
び
ま
す
。

□日
2
月
22
日
㈰　

午
後
2
時
〜
4
時
30
分

□場
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス　

□内
講
師

＝ 

も
り 

お
か 

ひ
ろ
し

森
岡
浩
さ
ん
（
姓
氏
研
究
家
）
、

 

え
ん  

ど
う

遠
藤

た
だ
し忠
さ
ん
（
八
潮
市
郷
土
研
究
会
顧
問
）

□定
150
人　

□費
無
料　

□問
八
潮
の
地
名
か
ら

学
ぶ
会
・
昼
間
☎
090
・
4
3
8
9
・
4
8

9
5

　

8
4
0
伝
言
板
は
、
行
政
情
報
の
増
加

に
伴
い
、
紙
面
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
か

ら
、
4
月
か
ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

掲
載
場
所
を
変
更
し
ま
す
。

　

掲
載
ま
で
の
流
れ
や
申
し
込
み
方
法
な

ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
依
頼
さ
れ
た
原
稿
は
、
内
容
を
審
査
の

う
え
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
随
時
掲
載
し

ま
す
。

・
原
稿
の
掲
載
期
間
は
最
大
２
カ
月
で
す
。

掲
載
開
始
日
に
希
望
が
あ
る
方
は
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

・
会
員
募
集
は
1
年
に
２
回
ま
で
掲
載
で

き
ま
す
。
催
し
は
、
掲
載
期
間
が
２
カ
月

に
満
た
な
い
場
合
で
も
、
開
催
日
を
掲
載

終
了
日
と
し
ま
す
。

〈
掲
載
で
き
る
内
容
〉

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の

・
代
表
者
ま
た
は
責
任
者
が
明
ら
か
で
あ

り
、
お
お
む
ね
3
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る

サ
ー
ク
ル
ま
た
は
団
体
が
行
う
会
員
募
集

や
催
し
の
案
内
に
関
す
る
も
の

□内
地
域
福
祉
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
施

策
・
事
業
に
対
す
る
審
議
お
よ
び
そ
の
他

地
域
福
祉
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
つ
い

て
の
調
査
審
議

□定
3
人
（
男
性
1
人
・
女
性
2
人
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
、
選
考
）

報
酬　

市
の
規
程
に
よ
り
支
給

□申
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電

話
番
号
、「
委
員
応
募
の
動
機
と
八
潮
市

の
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て
」
と
題
し

そ
の
考
え
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
800
字
程
度

の
文
章
（
様
式
は
任
意
）
を
2
月
27
日
ま

で
に
、郵
送
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
社
会
福
祉
課
（
☎
○内
3
1
6
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
スshakaifukushi@city.yash

io.lg.jp

）
へ

　

パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談

で
き
る
交
流
の
場
「
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン
」
で
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
支
援
、
サ
ロ
ン
運
営
な
ど

を
行
う
方
を
募
集
し
ま
す
。

□日
原
則
毎
月
第
2
水
曜
日　

午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分
、
第
4
日
曜
日　

午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
工
作
室

□対
高
校
生
以
上
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
方

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□申
や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
☎
994
・
1
0
0

0
、
受
付
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）
へ

　
「
八
潮
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の

平
成
28
年
度
以
降
の
計
画
策
定
に
あ
た

り
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

□申
3
月
20
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
申
込
用

紙
（
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
、
市
内
公

共
施
設
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）
を

窓
口
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ

ー
ル
で
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
（
☎
○内

8
1
1
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スjinken-danj

o@city.yashio.lg.jp

）
へ

□場
安
心
ハ
ウ
ス
や
し
お
（
大
瀬
932
―
6
）

□対
60
歳
以
上
の
単
身
者
ま
た
は
夫
婦
（
内

縁
を
含
む
）
の
ど
ち
ら
か
が
60
歳
以
上
の

世
帯

□内
▼
戸
数
＝
1
戸
▼
間
取
り
＝
1
K
（
27

平
方
メ
ー
ト
ル
）▼
鉄
骨
3
階
建
2
階
▼

冷
暖
房
完
備
、
広
い
談
話
室
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
あ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

□費
月
額
6
万
5
0
0
0
円
（
他
に
共
益
費

な
ど
1
万
円
）※
所
得
に
応
じ
減
額
（
最

高
3
万
円
）
あ
り

□申
申
込
書
（
㈱
小
山
不
動
産
で
配
布
）
に

必
要
書
類
を
添
え
て
、2
月
25
日
ま
で
に
、

窓
口
ま
た
は
郵
送
で
㈱
小
山
不
動
産
（
☎

 932
・
0
0
1
0
※
水
曜
日
･
第
3
火
曜
日

を
除
く
、〒
340
―
0
0
5
3
草
加
市
旭
町

3
―
5
―
3
）
へ
。
募
集
定
数
に
達
し
な

い
場
合
は
、
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。

□問
営
繕
・
住
宅
課
☎
○内
3
2
4

□日
4
月
1
日
〜
平
成
28
年
3
月
31
日

□対
市
内
在
住
の
健
康
で
徴
収
業
務
に
従
事

可
能
な
方
お
よ
び
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
方
で
1
カ
月
13
日
以
上
、
お
お

む
ね
1
日
4
時
間
以
上
の
勤
務
が
可
能
な

方□内
市
民
税
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保

険
税
の
徴
収
業
務
の
補
助

□定
6
人
（
面
接
に
よ
る
選
考
）

報
酬　

▼
基
本
報
酬
＝
月
額
7
万
4
1
0

0
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
▼
能
率
報
酬
＝

現
年
課
税
分
3
パ
ー
セ
ン
ト
、
滞
納
繰
越

分
＝
6
パ
ー
セ
ン
ト

□申
2
月
13
日
か
ら
27
日
ま
で
に
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
納
税
課
窓
口
へ　
　

□問
納
税
課
☎
○内
3
3
0
、
国
保
年
金
課
☎

○内
8
3
3

・
市
民
を
対
象
と
す
る
も
の

・
活
動
場
所
や
催
し
の
会
場
が
原
則
と
し

て
公
的
な
場
所
で
あ
る
も
の

〈
掲
載
で
き
な
い
内
容
〉

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

・
営
利
に
関
す
る
内
容
ま
た
は
営
利
と
疑

わ
れ
る
内
容
の
も
の
（
講
師
料
・
入
場
料

を
徴
収
す
る
も
の
、
販
売
を
行
う
も
の
、

営
利
団
体
が
行
う
催
し
な
ど
は
営
利
と
判

断
。
材
料
費
や
資
料
代
な
ど
の
実
費
分
に

限
り
徴
収
す
る
も
の
は
営
利
と
み
な
さ
な

い
）

・
生
徒
募
集
や
求
人
に
関
す
る
も
の

・
対
象
者
が
極
端
に
制
限
さ
れ
て
い
る
も

の
（
特
定
の
団
体
・
会
員
で
な
け
れ
ば
参

加
で
き
な
い
も
の
な
ど
）

・
宗
教
的
活
動
ま
た
は
政
治
的
活
動
を
目

的
と
し
た
も
の

・
特
定
の
個
人
・
団
体
の
宣
伝
・
支
援
・

活
動
を
目
的
と
す
る
も
の

・
掲
載
意
図
お
よ
び
内
容
が
不
明
確
な
も

の・
そ
の
他
、
行
政
広
報
の
公
共
性
、
公
益

性
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
も
の

〈
申
し
込
み
〉

　

3
月
6
日
か
ら
受
け
付
け
し
ま
す
。
会

員
募
集
の
場
合
は
、
掲
載
希
望
日
の
2
週

間
前
ま
で
、
催
し
の
場
合
は
開
催
日
の
3

週
間
前
ま
で
に
、
8
4
0
伝
言
板
掲
載
依

頼
書
を
窓
口
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
広
聴
広
報
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

□問
広
聴
広
報
課
☎
○内
４
２
３

８
４
０
伝
言
板

掲
載
場
所
の
変
更
に
つ
い
て

任
期　

委
嘱
の
日
〜
平
成
29
年
3
月
31
日

□対
市
内
に
1
年
以
上
居
住
し
、
平
成
27
年

1
月
1
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
方
で
、

平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る
方
※
た
だ
し
、
市
議
会
議
員
、
市
職

員
（
常
勤
）、
公
募
に
よ
る
本
市
の
附
属

機
関
の
委
員
を
除
く

□日
3
月
1
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
悪
天
候
の
場
合
は
3
月
8
日
㈰
に
延
期

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
駐
車
場

□内
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
模
擬
店

□問
や
し
お
コ
ラ
ボ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

事
務
局
（
や
し
お
生
涯
楽
習
館
内
）☎
994
・

1
0
0
0

□日
3
月
12
日
㈭　

午
前
10
時
〜
正
午

□場
八
條
公
民
館
会
議
室
2

□対
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

□内
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
安
全
に
使
う
た
め

の
基
礎
知
識
や
操
作
方
法
な
ど
（
貸
出
用

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
1
人
1
台
用
意
）

講
師　

携
帯
電
話
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
）

□定
15
人
（
申
込
順
）

□費
無
料

□申
2
月
17
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
條
公
民
館
（
☎
994
・
3
2
0
0
、
受
付

＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）
へ



■
一
般
書

「
営
繕
か
る
か
や
怪
異
譚
」　
　
　
　
　

小
野　

不
由
美　

著

「
ブ
ル
ー
ス
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
木　

紫
乃　

著

「
風
の
ベ
ー
コ
ン
サ
ン
ド
」　
　
　
　
　

柴
田　

よ
し
き　

著

「
教
団
Ｘ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

文
則　

著

「
そ
れ
で
も
前
へ
進
む
」　
　
　
　
　
　

伊
集
院　

静　

著

■
児
童
書

「
し
も
ば
し
ら
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

伊
地
知　

英
信　

文

「
い
つ
で
も
し
ろ
く
ま
」　
　
　
　
　
　

斉
藤　

洋　

作

「
魔
女
バ
ジ
ル
と
魔
法
の
つ
え
」　
　
　

茂
市　

久
美
子　

作

「
お
お
き
く
な
り
た
い
の
」　
　
　
　
　

マ
ー
ガ
リ
ー
タ
・
エ
ン
グ
ル　

文

「
へ
の
か
っ
ぱ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野　

和
好　

作
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八
幡
・
八
條
図
書
館　

毎
週
月
曜
日 

駅
前
出
張
所
図
書
窓
口　

毎
週
土
・
日

曜
日
（
22
日
・
29
日
を
除
く
）

春
季
特
別
整
理
期
間　

八
幡
図
書
館
＝

９
日
㈪
〜
13
日
㈮
、
八
條
図
書
館
＝
16

日
㈪
〜
20
日
㈮

■
３
月
の
休
館
日

　

新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
図
書

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

おしらせHOTコーナー

  

え
い 

ぜ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

か
い　
い   

た
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

お　

の　
　
　
　

ふ　

 

ゆ　

  

み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

さ
く
ら 

ぎ　
　
　
　

し　

 

の

   

か
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

し
ば　

た

き
ょ
う
だ
ん
え
っ
く
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 

な
か  

む
ら　
　
　

ふ
み 

の
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
え　
　
　

す
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

い　
じ
ゅ
う
い
ん　
　

 

し
ず
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

 

い　

 

じ　

  

ち　
　
　

 

え
い  

し
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

さ
い 

と
う　
　

  

ひ
ろ
し

　

  

ま　

じ
ょ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ま　

ほ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

も  

い
ち　
　
　

 

く　

  

み　

 

こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

 

い
い　

の　
　
　

 

か
ず 

よ
し

児
童
向
け
＝
▼
１
日
㈰
・
15
日
㈰
・
26
日

㈭　

午
後
２
時
〜

児
童
向
け
＝
▼
８
日
㈰
・
15
日
㈰　

午
前

11
時
〜
▼
22
日
㈰　

午
後
２
時
〜

一
般
向
け
＝
▼
１
日
㈰
・
８
日
㈰
・
29
日

㈰　

午
後
２
時
〜

※

上
映
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
３
月
の
上
映
会
の
日

話し合いの様子

●
八
條
図
書
館

●
八
幡
図
書
館

　

家
庭
で
も
、
子
ど
も
と
話
し
合
い
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
防
災
合
言
葉

防 

さ
い
セ
ッ
ト
の
確
認

さ 

わ
が
な
い
で
冷
静
に

い 

つ
災
害
が
起
き
て
も
慌
て
ず
対
処

や 

ろ
う
よ
み
ん
な
で
防
災
訓
練

し 

ろ
う
よ
身
近
な
避
難
場
所

お 

か
し
も
ち
を
忘
れ
ず
に

※

お
さ
な
い　

か
け
な
い　

し
ゃ
べ
ら

な
い　

も
ど
ら
な
い　

ち
か
よ
ら
な
い

□問
指
導
課
☎
○内
３
５
８

　

八
潮
市
子
ど
も
安
全
委
員
会
は
、
市
内

小
・
中
・
高
等
学
校
か
ら
各
１
人
ず
つ
選

出
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
で
構
成
さ
れ
、

「
防
犯
」
「
防
災
」
「
交
通
安
全
」
に
つ

い
て
具
体
策
を
話
し
合
い
ま
す
。
ま
た
、

話
し
合
い
の
結
果
を
も
と
に
、
市
内
の
児

童
・
生
徒
に
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
・
26
年
度
は
、
特
に
「
防

災
」
に
焦
点
を
絞
り
、
「
学
校
に
い
る
時

間
以
外
で
災
害
が
発
生
し
た
ら
ど
う
す
る

か
」
「
災
害
時
に
助
け
合
っ
て
で
き
る
こ

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
」
に
つ
い
て
、

年
３
回
の
話
し
合
い
を
行
い
、
「
子
ど
も

防
災
合
言
葉
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　生活習慣の見直しは、一人では
なかなか継続できません。
　特定保健指導は、「無料」で専
門家のアドバイスが受けられ、無
理なく続けることができます。
　対象となった方はぜひ利用しま
しょう（対象者には、市から個別
に通知します）。

専門家（管理栄養士など）のアドバイスで
生活習慣を見直しましょう！

特定保健指導を利用しましょう特定保健指導を利用しましょう特定保健指導を利用しましょう

□問国保年金課☎○内 ８２５

八
潮
市
子
ど
も
安
全
委
員
会 効果的なウォーキングを教えてもらい、無理なく続けられまし

た。おかげで、体重だけでなく血圧や血糖値も下がりました。

計測と記録の大切さを教えて
もらいました。自分の状態を知
ることで、目標を持って取り組
むことができました。

やめそうになったとき、励まさ
れて続けることができました。
その人に合ったアドバイスを受
けられるのがいいですね。

　入谷町会は、市の最北部に位置し、八條八幡神社や八條殿社、最近発見された八
條遺跡（現在は県で保管）があり、歴史的文化財と自然の多さが特徴です。会員数
は135世帯で、事業としては、町会祭り、敬老会、防災訓練と防犯活動を行ってい
ます。
　今年初めて開催した一日バス旅行では、ひたち海浜公園のコキアの鑑賞やリンゴ
狩りなどを満喫しました。その他、各班ごとに懇親会を行っており、身近な問題を
話し合い、町会に対して意見、提案をいただいています。
　現在、北部まちづくり協議会が設置され、近隣
2町会と共に、外環パーキング施設、スマートイ
ンターチェンジの建設計画とそれに合わせ北部地
区まちづくりの話が進められています。
　これからも、会員が力を合わせて楽しく、優し
く、災害に負けない町会を目指していきたいと思
います。

市
民
音
楽
祭

□日
吹
奏
楽
＝
２
月
15
日
㈰
、
器
楽
＝
２
月

22
日
㈰
、
合
唱
＝
３
月
１
日
㈰　

午
後
１

時
〜

□場
草
加
市
文
化
会
館

□内
市
民
音
楽
団
体
に
よ
る
発
表
会

□費
無
料

□問
文
化
観
光
課
☎
922
・
２
９
６
８

文
化
協
会
祭

□日
２
月
19
日
㈭
〜
22
日
㈰
、
３
月
１
日
㈰

□場
三
郷
市
文
化
会
館
、
鷹
野
文
化
セ
ン
タ

ー□内
文
化
協
会
加
盟
団
体
の
発
表
会
（
舞
台
、

絵
画
、
華
道
、
茶
道
な
ど
）

□問
市
民
活
動
支
援
課
☎
930
・
７
７
１
４

第
21
回
越
谷
梅
林
公
園
梅
ま
つ
り

□日
３
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

□場
越
谷
梅
林
公
園
（
越
谷
市
大
林
203̶

１
）※

会
場
周
辺
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。
梅
ま
つ
り
開
催
期
間
中
は
、
東
武
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
北
越
谷
駅
か
ら
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□内
各
種
模
擬
店
な
ど

□問
大
袋
地
区
セ
ン
タ
ー
☎
975
・
３
９
５
２

よ
し
か
わ
マ
ル
シ
ェ

□日
３
月
８
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

１
時
（
雨
天
決
行
）

□場
ウ
ニ
ク
ス
吉
川
（
吉
川
市
栄
町
797̶

１
）

□内
地
元
の
農
業
者
、
商
業
者
が
集
ま
り
、

採
れ
た
て
野
菜
や
特
産
品
を
販
売

□問
よ
し
か
わ
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会
（
商

工
課
内
）
☎
982
・
９
６
９
７

retrouvailles 

（
レ
ト
ロ
ヴ
ェ
イ
ユ
）

□日
４
月
５
日
㈰　

午
後
２
時
〜
（
午
後
１

時
30
分
開
場
）

□場
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
東
武
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
北
越
谷
駅
東
口
・
Ｊ
Ｒ

武
蔵
野
線
吉
川
駅
北
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行

き
バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
）

□内
松
伏
高
校
出
身
の
演
奏
家
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
▼
ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン
「
ラ
プ
ソ
デ

ィ
・
イ
ン
・
ブ
ル
ー
」
ほ
か
▼
出
演
＝
阿

部
加
奈
子
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
、
横
山
美

優
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
）
、
伊
藤
明
日
香

（
ホ
ル
ン
）
、
大
熊
祥
代
（
ピ
ア
ノ
）
、

寺
師
小
由
利
（
ピ
ア
ノ
）
、
柴
道
香
（
尺

八
）
、
吉
葉
景
子
（
箏
・
二
十
五
絃
箏
）

□費
500
円
（
全
席
自
由
）※

３
歳
未
満
は
ひ

ざ
上
鑑
賞
無
料
、
座
席
が
必
要
な
場
合
は

有
料
（
静
か
に
鑑
賞
で
き
る
方
が
対
象
）

□問
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
☎
992
・
１
０

０
１

三
郷
市

松
伏
町

草
加
市

越
谷
市

町会・自治会へ加入しましょう町会・自治会へ加入しましょう町会・自治会へ加入しましょう

吉
川
市

町会・自治会の活動を紹介します。
－ 入谷町会 －

　大曽根西町会は、昭和54年4月20日の自治会総会にて、名称を「自治会30区大曽
根」から「大曽根西町会」と変更し発足しました。八潮市の南西側、綾瀬川沿いに
位置する町会で、会員数は527世帯です。
　町会では「みんなでつくろう安心のまち」というスローガンのもと、防犯パトロ
ールを実施しています。月2回、10人体制で見回りを実施、年2回は草加警察の協力
のもと、ミニパトでパトロールをしています。災害に備え防災倉庫の充実も図って
います。
　また、会員の親睦を図るために日帰りバス旅行や納涼大会を開催しています。今
年の日帰りバス旅行では、東京臨海広域防災公園で
防災体験をしました。また、納涼大会においても、
防災訓練を同時に実施しました。
　他にも敬老のお祝いや手芸の会、いこい体操など
を実施しています。
　今後も、地域との絆を深め、震災・災害に備えら
れる、明るく安全安心なまちづくりを目指したいと
考えています。

－ 大曽根西町会 －

□問市民協働推進課☎○内 ４６５

リンゴ狩りの様子

手芸の会

※保健指導の終了者には、体組成計を贈呈します。

～保健指導を利用した方の声をご紹介します～
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●
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
助
成
金
の
交
付

 

市
で
は
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
実
施
す

る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
お
い
て
、
骨
髄
ま

た
は
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
し
た
方
に
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
タ
バ
コ
に
つ
い
て
考
え
よ
う

〜
禁
煙
で
健
康
習
慣
〜

　

喫
煙
は
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
虚
血
性
心

疾
患
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
、
糖
尿
病
、

周
産
期
の
異
常
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

の
危
険
因
子
と
い
う
こ
と
が
科
学
的
に
証

明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
方
が
、
タ

バ
コ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
を
受
動
喫

煙
と
い
い
、
空
気
中
の
タ
バ
コ
の
煙
は
、

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
方
の
健
康
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

禁
煙
対
策
や
ニ
コ
チ
ン
依
存
度
の
確
認

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.
pref.saitama.lg.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

喫
煙
の
リ
ス
ク
を
取
り
除
き
、
自
分
と

ま
わ
り
の
方
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
女
性
の
健
康
週
間

　

３
月
１
日
㈰
か
ら
８
日
㈰
ま
で
は
、

「
女
性
の
健
康
週
間
」
で
す
。

　

女
性
は
、
思
春
期
、
妊
娠
・
出
産
期
、

更
年
期
、
老
年
期
と
生
涯
を
通
じ
て
、
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
変
動
し
、
そ

の
影
響
で
心
と
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が

生
じ
ま
す
。

　

健
康
で
明
る
く
、
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
す
た
め
に
は
、
自
分
の
体
を
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
自
身
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
相
談
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
心
身
に
不
調
を

感
じ
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
お
口
の
健
康
教
室

□日
３
月
６
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分

□対
市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

□内
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
磨
き
（
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
）
の
指
導
、
む
せ
る
こ
と
を
軽
減

す
る
た
め
の
口
腔
体
操
・
唾
液
腺
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど

□持
タ
オ
ル

□定
20
人
（
申
込
順
）

□費
無
料

②
メ
タ
ボ
予
防
の
料
理
教
室

　
自
分
に
合
っ
た
食
事
の
量
や
栄
養
バ
ラ

ン
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
調
理
を
し
な
が
ら

楽
し
く
学
び
ま
す
。

□日
３
月
18
日
㈬　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

30
分

□対
市
内
在
住
で
64
歳
以
下
の
方
（
調
理
未

経
験
者
歓
迎
）

□持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

□定
20
人
（
申
込
順
）

□費
500
円
（
食
材
料
費
）

③
お
い
し
く
食
べ
よ
う
栄
養
教
室

□日
３
月
19
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時

30
分

□対
市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

□内
食
生
活
改
善
推
進
会
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
に
つ
い
て
の
講
話
、
簡
単
で

栄
養
満
点
な
食
事
作
り

□持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

□定
20
人
（
申
込
順
）

□費
500
円
（
食
材
料
費
）

―
①
〜
③
共
通
―

□場
保
健
セ
ン
タ
ー

□申
①
は
随
時
、
②
③
は
２
月
16
日
か
ら
、

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

①
乳
幼
児
相
談

□日
３
月
５
日
㈭　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

30
分
（
当
日
受
付
）

□対
満
2
カ
月
〜
未
就
学
児

②
パ
パ
・
マ
マ
学
級

□日
３
月
８
日
㈰　

午
後
１
時
〜
４
時
（
予

約
制
）

□対
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
初
妊
婦
お
よ
び
夫

③
離
乳
食
（
初
期
）
教
室

□日
３
月
10
日
㈫　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

（
予
約
制
）

□対
満
５
〜
６
カ
月
児

④
離
乳
食
（
後
期
）
教
室

□日
３
月
11
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

（
予
約
制
）

□対
満
10
〜
11
カ
月
児

⑤
プ
レ
マ
マ
サ
ロ
ン

□日
３
月
12
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
（
当
日
受
付
）

□対
妊
婦

⑥
す
こ
や
か
相
談

□日
３
月
19
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
予
約
制
）

□対
お
子
さ
ん
の
発
育
・
発
達
や
こ
と
ば
の

遅
れ
、
夜
尿
症
、
落
ち
着
き
が
な
い
な
ど

の
心
配
が
あ
る
方

―
①
〜
⑥
共
通
―

□場
保
健
セ
ン
タ
ー

□申
②
は
電
子
申
請
ま
た
は
電
話
、
③
④
⑥

は
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

ま
っ
し
ょ
う

へ
い
そ
く

だ
え
き

子
育
て
情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
情
報
コ
ー
ナ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ　
□申
問
☎
995
・
3
3
8
1

子 育 て ひ ろ ば

3月の主な予定

※2日㈪の駅前出張子育てひろば：午前10時～午後1時
子育てひろばは、おおむね3歳未満のお子さんと保護者の『子育て親子』の交流の場です。
＊各ひろばへの来場は、公共交通機関をご利用ください。駅前出張子育てひろばは駐
輪場・駐車場がありません。

午前11時～正午

名　　称

身体
測定

や わ た
子育てひろば
☎998‒7421

はちじょう
子育てひろば
☎997‒8767

保健センター1階

月～木 火～金
午前10時～午後3時※

午前10時～11時30分
24日㈫ 23日㈪17日㈫ 18日㈬ 12日㈭

12日㈭ 3日㈫ 11日㈬ 18日㈬

月･水･木･金 月

ゆまにて
2階和室

やしお生涯
楽習館2階

八潮メセナ・
アネックス

八條公民館2階
ちびっこコミュニ
ティールーム

ゆまにて
子育てひろば
☎995‒9222

楽 習 館
子育てひろば
☎995‒3035

駅前出張
子育てひろば

講習
など

場　　所

日　　時
（祝日を除く）

主
な
事
業

子育て親子
の交流の場
としてご利
用ください

カ
レ
ン
ダ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

３
月
の
す
こ
や
か

３
月
の
す
こ
や
か

□時午前9時～午後5時
3月の休館日…毎週水曜日

▼27日㈮　午前10時～午後1時＝子育
て相談（申込順）

（幼児向けイベント）
▼10日㈫　午前10時30分＝風船ふわ
ふわ動物作り　□定親子15組（申込
順）

（のびのびサロン）
▼12日㈭   午前10時30分～11時＝身体
測定、午前11時～正午＝講話「手
ばかり」、栄養相談

（小学生向けイベント）
▼チャレンジランキング（毎日、午後

4時～）＝割りばしマジックハンド
▼なかよしひろば（21日を除く毎週土曜
日、午後2時30分～）
・ 7日　キッカーボード
・14日　卓球
・28日　風船バレー
（春休みイベント）
▼午後2時30分～　□対幼児（保護者同
伴）、小学生　□定各15人（申込順）
・27日㈮　リング作り
・30日㈪　プラバン作り
（ほのぼのサロン）※「ママのほっと
タイム」から名称を変更
▼27日㈮   午前11時～＝手作りおも
ちゃ紹介、ママのおしゃべりタイ
ム（保育士も一緒に参加します）

　緊急サポートセンターでは、お子
さんの預かりをお手伝いするサポー
ト会員を募集しています。
　子育てサポート講習会では、保育
に必要な、子どもの発育、病気、看
護などを学びます。
□日 3月9日㈪～12日㈭　午前9時30分～

午後4時30分（全4回）※11日は午前10
時～午後5時※保育士、看護師の資格
をお持ちの方は一部免除あり　
□場エイトアリーナ多目的室　
□対援助をしていただける方　
□問緊急サポートセンター埼玉☎048－
297－2903

3月の主な予定3月の主な予定

わんぱる（だいばら児童館）　☎ 9 9 9 － 0 3 2 1

子育てサポート講習会

●
八
潮
市
立
休
日
診
療
所
（
小
児
科
・
内

科
）
☎
995
・
３
３
８
３

□日
日
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日　

午
前
10

時
〜
正
午
、
午
後
２
時
〜
４
時

□場
八
潮
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
（
公
園
側
）

●
草
加
市
子
ど
も
急
病
夜
間
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
954
・
６
４
０
１

□日
▼
月
〜
金
曜
日　

午
後
７
時
30
分
〜
10

時
30
分
▼
土
・
日
曜
日
、
祝
日　

午
後
６

時
30
分
〜
10
時
30
分

□場
草
加
市
立
病
院
内

□対
0
歳
〜
15
歳
の
患
者
で
内
科
系
の
症
状

（
発
熱
、
腹
痛
、
お
う
吐
な
ど
）

●
埼
玉
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー　

☎
048
・
824
・
４
１
９
９

□内
緊
急
に
医
療
機
関
の
受
診
が
必
要
な
と

き
に
、
診
療
で
き
る
病
院
を
24
時
間
体
制

で
ご
案
内
し
ま
す
。

●
小
児
救
急
電
話
相
談
☎
♯
８
０
０
０

（
ま
た
は
、
☎
048
・
833
・
７
９
１
１
）

□日
▼
月
〜
土
曜
日　

午
後
7
時
〜
翌
朝
7

時
▼
日
曜
日
、
祝
日　

午
前
9
時
〜
翌
朝

7
時

□内
子
ど
も
の
急
病
（
発
熱
、
下
痢
、
お
う

吐
な
ど
）
時
の
対
処
方
法
や
受
診
の
必
要

性
に
つ
い
て
の
助
言
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
大
人
の
救
急
電
話
相
談
☎
♯
７
０
０
０

（
ま
た
は
、
☎
048
・
824
・
４
１
９
９
）

□日
毎
日　

午
後
６
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
㈶
日
本
中
毒
情
報
セ
ン
タ
ー
大
阪
中
毒

110
番（
24
時
間
）☎
072
・
727
・
２
４
９
９

□内
毒
物
（
薬
、
化
学
薬
品
な
ど
）
を
誤
っ

て
飲
ん
だ
と
き
の
応
急
手
当
の
仕
方
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ひなまつり製作手形製作 おはなし会 親子ヨガ

インフルエンザを予防しようインフルエンザを予防しよう

正しい手の洗い方正しい手の洗い方
　インフルエンザが流行しています。正しく手を洗い、
インフルエンザを予防しましょう。

①流水でよく手をぬらし
たあと、石けんを付け、
手のひらをよくこする

②手の甲を伸ばすよ
うにこする

③指先、つめの中を洗う

④指の間を洗う ⑤親指と手のひらを
ねじるように洗う

⑥手首を洗う

➡

➡ ➡ ➡

➡



【
事
例
】
友
人
か
ら
「
い
い
話
が
あ
る
」

と
電
話
が
あ
り
、
会
っ
て
話
を
聞
く
こ
と

に
な
っ
た
。

　

待
ち
合
わ
せ
場
所
に
は
、
業
者
も
現
れ
、

「
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
と
お
り
投
資
す
れ
ば
利

益
が
出
る
。
代
金
は
60
万
円
」
と
言
わ
れ
、

購
入
を
勧
め
ら
れ
た
。

　

お
金
が
な
い
と
答
え
る
と
、
友
人
か
ら

「
自
分
は
学
生
ロ
ー
ン
で
お
金
を
借
り
た
。

利
益
で
ロ
ー
ン
は
返
済
で
き
る
。
ア
ル
バ

イ
ト
収
入
を
多
く
偽
り
、
使
い
道
は
資
格

取
得
学
校
に
通
う
た
め
と
言
え
ば
、
お
金

を
借
り
ら
れ
る
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、

ロ
ー
ン
を
組
ん
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購
入
し
た
。

　

し
か
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
と
お
り
に
投
資
し

て
も
利
益
が
出
ず
、
ロ
ー
ン
返
済
も
苦
し

い
。
業
者
か
ら
「
誰
か
紹
介
す
れ
ば
１
人

に
つ
き
10
万
円
払
う
」
と
言
わ
れ
た
の
で

誰
か
を
紹
介
し
た
い
。

　

「
友
人
な
ど
か
ら
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
と
お
り

に
投
資
す
れ
ば
利
益
が
出
る
。
借
金
し
て

も
す
ぐ
に
返
せ
る
な
ど
と
誘
わ
れ
、
高
額

な
投
資
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購
入
さ
せ
ら
れ
た
」

「
ロ
ー
ン
の
返
済
が
苦
し
い
の
で
解
約
し

た
い
」
と
い
っ
た
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
契
約
後
に
、
他
人
を
紹
介
し
た

ら
マ
ー
ジ
ン
が
得
ら
れ
る
と
の
説
明
を
受

け
、
借
金
を
返
す
た
め
に
友
人
な
ど
を
勧

誘
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
、
被
害
が
拡

大
し
て
い
き
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
友
人
な
ど
か
ら
「
い
い
話
が
あ
る
」

「
も
う
か
る
」
な
ど
と
勧
誘
さ
れ
て
も
、

内
容
が
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
契
約
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
投
資
は
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
、
必
ず
も

う
か
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
契
約
し
て
も
、
返
済

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
金

を
借
り
る
前
に
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□問
商
工
観
光
課
☎
○内
３
３
６
、
消
費
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
☎
048
・
734
・
０
９

９
９

￥

3月は、お休みです。
次回は、4月8日（水）に市民相談
室で実施します。
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投
資
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
も
う
け
話
に
気
を
つ
け
て

介
護
を
す
る
方
を
地
域
で
支
え
ま
し
ょ
う

　

高
齢
者
の
介
護
で
は
、
介
護
者
が
心
身

共
に
疲
労
し
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
を
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
自
分
で
は
止
め
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

介
護
の
悩
み
は
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

　

高
齢
者
の
虐
待
を
防
ぐ
に
は
、
介
護
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

も
し
、
何
か
問
題
が
発
生
し
た
場
合
は
、

第
三
者
が
介
入
し
た
り
、
介
護
保
険
の
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
効
果

的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
虐
待
の
悪

循
環
を
止
め
、
状
態
を
変
え
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
、
健
康
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
行
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
ま
す
。
介
護
の
悩
み
は
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
に
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら

　

高
齢
者
の
虐
待
は
現
場
が
自
宅
や
施
設

な
ど
で
あ
っ
た
り
し
、
周
囲
か
ら
の
発
見

が
難
し
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
近
所
か
ら

怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
た
り
、
高
齢
者
が
急

に
痩
せ
た
な
ど
、
虐
待
か
も
し
れ
な
い
と

感
じ
た
ら
、
長
寿
介
護
課
ま
た
は
お
近
く

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
※
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

【
支
援
の
流
れ
の
例
】

①
虐
待
に
気
づ
い
た
方
が
長
寿
介
護
課
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

②
長
寿
介
護
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
職
員
が
状
況
確
認
の
た
め
自
宅
、
施

設
な
ど
に
訪
問

③
介
護
者
と
相
談
し
な
が
ら
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
必
要
な
支
援
を
行
う

□問
長
寿
介
護
課
☎
○内
４
４
７

名　称 担当区域
■地域包括支援センター

東部地域包括支援センターやしお苑
（南川崎210－1）☎998－8895

西部地域包括支援センターケアセンタ
ー八潮（鶴ケ曽根1184－4）☎994－5562

南部地域包括支援センター埼玉回生病
院（大原455）☎999－7717

北部地域包括支援センターやしお寿苑
（八條294－4）☎930－5123

二丁目、木曽根、南川崎、伊勢野、八潮1～7丁目

大瀬、古新田、垳、大原、浮塚、大曽根、大瀬（おお
ぜ）1～6丁目、茜町（あかねちょう）1丁目
八條、鶴ケ曽根、八潮団地、伊草、伊草団地、新町、
緑町3・5丁目

小作田、松之木、中馬場、上馬場、西袋、柳之宮、南
後谷、中央1～4丁目、緑町1・2・4丁目、八潮8丁目

□日毎週火曜日
　午前10時～正午
　午後1時～3時30分

□場市民相談室

内　職　相　談
内職の求人、求職のあっせんに
ついての相談（内職相談員が対
応）

商工観光課☎○内336

消費生活相談

商工観光課☎○内336

□日毎週月～金曜日
　午前10時～正午
　午後1時～4時
□場消費生活センター
　※受け付けは商工観光課

心 配 ご と 相 談

社会福祉協議会☎995-3636

□日 3月4日（水）・18日（水）
　午後1時～4時（電話相談可）
□場身体障害者福祉センターやす
　らぎ
☎998-7616
   （心配ごと相談専用電話）

教　育　相　談

教育相談所☎995-0077

□日毎週月～金曜日
　午前9時30分～正午
　午後1時～４時

□場教育相談所

家庭児童相談

子育て支援課☎○内472

□日毎週月～金曜日
   午前9時～正午
　午後1時～４時

□場家庭児童相談室

子 育 て 相 談

だいばら児童館☎999-0321 

□日 3月27日（金）
　午前10時～午後1時

□場だいばら児童館（わんぱる）
□定 3人（事前予約制）

子育て電話相談
子育てや保育に関して、不安や悩み
ごとを電話で相談（保育士が対応）

中央保育所☎998-7711 

□日毎週月～金曜日
   午前10時～正午
　午後1時～3時

休日・夜間納税相談
市税・国民健康保険税の納付
についての相談

納税課☎○内330

□日 3月1日（日）
　午前9時～午後4時
　毎週木曜日
　午後5時15分～7時
□場納税課

悪質商法などに関する問題や借金
問題など消費生活全般について
の相談（消費生活相談員が対応）

D　V　相　談
ＤＶ被害（配偶者などからの暴
力）について電話・面談による相
談（女性相談員が対応）
□日毎週月・金曜日
   午前10時～正午
　午後1時～４時
　※面談の場合は、要予約
☎996-3955
　（ＤＶ相談支援室専用電話）
人権・男女共同参画課☎○内811

こころの健康相談

保健センター☎995-3381 

□日 3月2日（月）
　午後1時～2時30分

□場保健センター
□定2人（事前予約制）

不眠・不安などによるこころの病気
やひきこもり、高齢者の認知症など
についての相談（専門医が対応）

日常生活における心配ごとや
悩みごとについての相談（心配
ごと相談員が対応）

児童・生徒の言動や教育につい
ての相談（専任教育相談員が対
応）

子どもの家庭での養育上の心配
や悩みごとについての相談（家
庭児童相談員が対応）

子育ての不安や悩みごとについての
相談（子育てアドバイザーが対応）

□日 3月4日（水）・18日（水）
   午前10時～正午
　午後1時～４時
□場勤労青少年ホームゆまにて
□定 5人（事前予約制）

若年者就職相談

ゆまにて☎996-0123

若年者（40歳未満、学生・生徒可）の
就職、転職、技能能力などについての
相談（キャリアカウンセラーが対応） 

く ら し の 相 談
日常生活の問題や国・県・市の行
政サービスについての相談（行
政相談委員が対応）

広聴広報課☎○内373

行政書士相談

広聴広報課☎○内373

官公庁へ提出する書類・申請書の
作成、離婚・相続・金銭貸借・外国
人市民相談などについての相談

□日 3月16日（月）
　午後1時～4時
□場市民相談室

女　性　相　談

人権・男女共同参画課☎○内811

□日毎週水曜日
   午前10時～正午
　午後1時～４時
□場駅前出張所内相談室
□定5人（事前予約制）

女性が抱えるさまざまな悩みに
ついての相談（女性相談員が対
応）

不 動 産 相 談

広聴広報課☎○内373

□日 3月10日（火）
　午後1時～4時
□場駅前出張所内相談室

　

マンションおよび不動産取引全
般についての相談（宅地建物取
引主任者が対応）

税 理 士 相 談
相続税など税金全般について
の相談 

広聴広報課☎○内373

□日 3月2日（月）
　午後1時～4時
□場市民相談室

法律上の諸問題についての相談
（弁護士が対応）※2日前の毎週
水曜日午前9時から電話予約

法　律　相　談

広聴広報課☎○内373

□日毎週金曜日
　午後1時20分～4時
□場市民相談室
□定 8人（事前予約制）

人　権　相　談
プライバシーの侵害など基本的
人権についての相談（人権擁護
委員が対応）

人権・男女共同参画課☎○内811

□日 3月12日（木）
　午後1時～4時

□場市民相談室

各種無料相談
★法律相談の予約は、電話で受け付けます。

☎

3月
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この広報紙は、再生紙と大
豆油インクを使用しています。

　広報やしおは、毎月1回、10日（新聞休刊日を除く）に新聞折り込みで配布しています。届いていない世帯の
方は、最寄りの公共施設、金融機関、一部のコンビニエンスストア、八潮駅などでお受け取りになれます。な
お、次回の新聞折り込みは、平成27年3月10日（火）です。

（12） 平成27年（2015年）2月10日広報 No.771

　1月12日、八潮メセナで、「平成27年八潮市成人式」が開催さ
れ、619人が参加しました。
　「関わった全ての人に想いを乗せて～私たちは今を生きる
～」のスローガンの下、成人式実行委員長が新成人としての抱
負を発表した後、実行委員が企画したジャグリングショーなど
のアトラクションが実施されました。
　会場では新成人が久しぶりの再会を喜び合っていました。ま
た、「20年間で学んだことを生かし、さまざまなことに挑戦し
ていきたい」などの声を聞くことができました。

　1月16日、群馬県みどり市と「災害時における相互応援に関する
協定」を締結しました。
　この協定は、災害発生時に被災した市だけでは十分な災害対応
ができない場合、食糧・飲料水や生活必需品の提供、救援活動・
災害復興のための職員の派遣、被災住民の一時受け入れなどに関
し、相互応援を迅速かつ円滑にすることにより、市民の安全を確
保することを目的としています。
　今後も、八潮市では災害対策を強化するために、自治体や民間
事業者などと災害協定の締結を積極的に進めていきます。

成人としての第一歩みどり市との相互応援協定を締結

□日
10
月
４
日　

□内
新
生
児
モ
デ
ル
人
形
を
用
い
た

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
（
人
間
が
生
き

て
い
る
状
態
で
あ
る
こ
と
を
示

す
）
測
定
、
新
生
児
モ
デ
ル
人
形

を
抱
い
て
み
る
体
験

感
想　

▼
赤
ち
ゃ
ん
の
人
形
を
使

っ
て
、
心
臓
の
音
を
聴
い
た
り
、

ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
た
後
は
、
背
中

を
た
た
い
て
ゲ
ッ
プ
を
さ
せ
た
り

す
る
な
ど
、
学
べ
て
良
か
っ
た
で

す
。
▼
お
母
さ
ん
は
、
私
を
産
ん

で
、
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

□日
12
月
６
日

□内
子
ど
も
の
怪
我
が
起
こ
る
原
因

の
講
義
、
幼
児
の
視
野
の
狭
さ
を

体
験
、
幼
児
教
育
に
お
け
る
歌
と

手
あ
そ
び
の
講
義　

感
想　

▼
幼
児
の
視
野
の
狭
さ
や
、

子
ど
も
を
育
て
る
と
き
の
ポ
イ
ン

ト
が
分
か
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

▼
手
あ
そ
び
が
子
ど
も
の
脳
の
発

達
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
▼
空
気
砲
を
使
っ
た

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
的
当
て
を
行
い
、

空
気
の
伝
わ
り
方
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

　
　
　

□日
10
月
11
日

□内
商
品
開
発
の
講
義
、
グ
ル
ー
プ

討
論
に
よ
る
商
品
案
の
作
成

感
想　

▼
商
品
を
開
発
す
る
際
は
、

多
く
の
方
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
▼
商
品
開
発
の
手
順

な
ど
が
学
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
自

分
た
ち
で
商
品
案
が
作
れ
て
良
か

っ
た
で
す
。

□日
10
月
18
日

□内
お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
・
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
仕
組
み
を
学
ぶ
、
Ｖ
Ｒ

（
仮
想
現
実
）
体
験

感
想　

▼
大
学
生
が
お
掃
除
ロ
ボ

ッ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
す
る

と
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
が
変
わ
っ
た

の
で
、
感
動
し
ま
し
た
。
▼
Ｖ
Ｒ

体
験
で
３
Ｄ
（
３
次
元
）
映
像
を

観
ま
し
た
が
、
３
Ｄ
眼
鏡
と
ス
ク

リ
ー
ン
が
連
動
し
て
い
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。

□日
11
月
８
日

□内
「
薬
学
で
学
べ
る
こ
と
」
お
よ

び
「
医
系
総
合
大
学
昭
和
大
学
の

特
徴
」の
講
義
、シ
ロ
ッ
プ
・
軟
膏

作
り

感
想　

▼
軟
膏
を
作
る
作
業
は
興

味
深
か
っ
た
で
す
。
▼
薬
学
を
詳

し
く
学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
薬
の
成
分
な
ど
の
詳
細
を

知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

□日
11
月
29
日

□内
揚
力
（
飛
ん
で
い
る
飛
行
機
を

空
中
に
支
え
る
力
）
の
講
義
、
紙

飛
行
機
の
制
作

感
想　

▼
揚
力
の
実
験
で
、
紙
飛

行
機
を
作
っ
て
飛
ば
し
て
み
た
ら

良
く
飛
び
ま
し
た
。
飛
行
機
の
飛

ぶ
仕
組
み
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
10
月
４
日
か
ら
12
月
６
日
ま
で
市
内
の
小
学
校

６
年
生
が
５
つ
の
大
学
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
授
業
内
容
や
児
童
の
感
想
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

□問
指
導
課
☎
○内
３
５
８

八
潮
こ
ど
も
夢
大
学
で
学
び
ま
し
た

八
潮
こ
ど
も
夢
大
学
で
学
び
ま
し
た

聖
徳
大
学・松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

（
第
１
回・第
６
回
）

聖
徳
大
学・松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

（
第
１
回・第
６
回
）

昭
和
大
学・旗
の
台

キ
ャ
ン
パ
ス（
第
４
回
）

昭
和
大
学・旗
の
台

キ
ャ
ン
パ
ス（
第
４
回
）

産
業
能
率
大
学・自
由
が
丘

キ
ャ
ン
パ
ス（
第
２
回
）

産
業
能
率
大
学・自
由
が
丘

キ
ャ
ン
パ
ス（
第
２
回
）

東
海
大
学・高
輪

キ
ャ
ン
パ
ス（
第
３
回
）

東
海
大
学・高
輪

キ
ャ
ン
パ
ス（
第
３
回
）

た
か　

 

な
わ

芝
浦
工
業
大
学・豊
洲

キ
ャ
ン
パ
ス（
第
５
回
）

芝
浦
工
業
大
学・豊
洲

キ
ャ
ン
パ
ス（
第
５
回
）

と
よ　

  

す な
ん  

こ
う

よ
う 

り
ょ
く

新生児モデル人形を用いて心音を聴く実習

紙製の眼鏡で1歳児の視野を体験

学生との討論の様子お掃除ロボット体験の様子

軟膏作りの様子紙飛行機制作の様子


